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美郷町の銀山街遵沿い、沢谷地域に
立つカツラやサクラなど合計4本の巨

木が、町の天然記念物に指定された。

うち3本は、地元の沢谷地域運命自治

会（福間勇武会最）が地域おこじの弾
みにと、県の天然諦念物指冠を寓指し

できだ○陣の後押しを得で、藤橋探名

所にし漂うと愚案込允，†謡いる。
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